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新型ナトリウムライダー基盤技術（2）：　音響光学素子 (AO）を用いた高速波長ス
イッチング

Key technique for the new Na lidar (2): Fast laser wavelength shifts using Acousto-Optic
(AO) modulator
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信州大学では、名古屋大学と共同で次世代型高出力 Naライダーの開発を着手した。平成 23年にノルウェートロムソ
の EISCATレーダサイトに設置を予定している。送信レーザには LD 励起 Nd:YAGをベースとした和周波方式のレーザ
を用い、1kHzの高繰り返しパルスにより、南極観測に用いたレーザ（現在京都大学に設置）の約 20倍の出力（４W）
が期待されている。新送信系では、数分の積算時間で従来の 1時間積算値（温度精度 1K以下@90km）に相当する信号
光強度が得られるが、従来の送信波長切り替え方式では時間がかかりすぎ（約 30秒）、新システムの特徴を生かせない。
この部分に、非常に高速（˜10μ秒）に特定波長だけレーザ波長をシフトさせる音響光学素子 (AO)を導入するために、
実験を開始した。まずはヘリウムネオンレーザで光学系のアライメントと波長シフトの確認実験を行っている。本講演
では新型ライダーの概要、AO波長シフターの原理、実験結果に関して述べる。


